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史料が語るもの語史料が語るもの語
第四回　　　　

　高知市中心部が灰じんに帰した大戦末期の高知空襲。施設
や人家が焼失した中、高知城天守や現高知追手前高等学校本
館とともに、奇跡的に被害を免れた高知商工会議所には、高知
県の近代史をひもとく重要な資料が継承されている。

高知市 高知商工会議所

高知商工会館
（高知市）

土佐伝統食研究会 代表 
松崎淳子さん

　
昭
和
20
年
３
月
に
県
立
女
子
医
学
専

門
学
校（
高
知
県
立
大
学
の
前
身
）に
合

格
し
た
松
崎
さ
ん
。同
年
7
月
に
開
校

式
と
入
学
式
を
迎
え
る
予
定
が
、直
前

の
空
襲
で
校
舎
が
焼
失
。8
月
に
急
遽

開
校
さ
れ
た
佐
川
町
の
仮
校
舎
で
医
学

生
の
一
年
目
を
過
ご
し
た
。県
立
高
知
女

子
大
学
で
教
鞭
を
執
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
は
、「
大
学
は
花
嫁
修
業
の
場
で
は

な
い
」と
、卒
業
生
全
員
の
就
職
を
目
指

し
た
指
導
に
取
り
組
ん
だ
。

　
大
学
教
授
を
退
官
後
も
、「
田
舎
寿

司
」や「
つ
が
に
汁
」と
い
っ
た
伝
統
食
の

研
究
と
紹
介
を
続
け
、「
自
分
が
紹
介
し

た
伝
統
食
を
楽
し
ん
で
く
れ
る
若
い
方

が
い
る
こ
と
が
、何
よ
り
も
嬉
し
い
」と

語
る
松
崎
さ
ん
は
、ま
さ
に
高
知
の
生

き
字
引
き
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
聞
き
取
り
調
査
で
、高

知
を
知
る
人
々
の
大
切
な
記
憶
を
記
録

し
、そ
の
思
い
を
後
世
へ
と
繋
い
で
ゆ

く
。新
し
い
高
知
県
史
を
作
り
上
げ
る

の
は
、ひ
と
り
ひ
と
り
の
人
生
な
の
だ
。

　
高
知
商
工
会
議
所（
現
在
の
高

知
商
工
会
館
は
戦
後
に
再
建
さ
れ

た
も
の
）に
は
、同
所
が
発
行
し
て

き
た
明
治
中
期
以
降
の
月
報
類
が
、

ほ
ぼ
完
全
に
残
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、明
治
22
年
の『
月
報
』第

23
号
に
は
、浦
戸
港
か
ら
国
内
外
に

出
荷
さ
れ
た
県
産
品（
当
時
の
主
要

商
品
は
紙
類
、鰹
節
、生
糸
な
ど
）の

出
荷
額
や
、高
知
市
で
取
引
さ
れ
て

い
る
穀
物
の
価
格
な
ど
の
各
種
統

計
と
と
も
に
、国
内
外
の
政
治
状
況

も
掲
載
さ
れ
、当
時
の
商
工
業
者
に

と
っ
て
、
と
て
も
重
要
な
情
報
源

だ
っ
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
こ
れ
ら
の
月
報
類
は
、新
た
な
高

知
県
史
を
編
さ
ん
し
て
い
く
上
で

重
要
な
手
掛
か
り
と
な
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、時
代
の
流
れ
に
沿
っ
た

県
民
生
活
の
向
上
や
産
業
の
発
展

の
過
程
を
私
た
ち
に
実
感
さ
せ
て

く
れ
る
。

高知商工会議所の資料を調査する近代部会委員 明治33年に発行された「月報」第23号  
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青
山
文
庫
で
は
、牧
野
博
士
の
生
誕

１
６
０
年
を
記
念
し
た
特
別
展「
植
物

学
者
・
牧
野
富
太
郎
の
歩
み
」を
開
催
し

て
い
る
。「
富
太
郎
が
生
ま
れ
た
ま
ち
佐

川
」「
植
物
学
者
へ
の
道
」「
富
太
郎
の
功

績
」の
３
部
構
成
で
、貴
重
な
歴
史
資
料

か
ら
牧
野
博
士
の
歩
み
を
辿
る
展
示
内

容
は
、県
史
編
さ
ん
の
観
点
か
ら
も
大

変
価
値
が
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
青
山
文
庫
の
学
芸
員
・
藤
田
有
紀
さ

ん
は「
牧
野
博
士
の
経
歴
や
功
績
を
解

き
明
か
す
と
同
時
に
、佐
川
と
い
う
土

地
と
の
関
わ
り
、藩
政
期
か
ら
現
在
の

高
知
県
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
い
く
歴
史

的
な
背
景
、社
会
シ
ス
テ
ム
の
変
化
と

い
っ
た
着
眼
点
も
加
え
、牧
野
博
士
を

よ
り
フ
ラ
ッ
ト
な
視
点
で
描
い
て
い
る
」

と
、今
回
の
展
示
の
見
ど
こ
ろ
を
語
っ
て

く
れ
た
。

　
青
山
文
庫
以
外
に
も
、た
く
さ
ん
の

文
化
施
設
が
地
域
の
歴
史
を
後
世
に
伝

え
て
い
る
。そ
し
て
、県
史
の
編
さ
ん
に

は
、そ
の
よ
う
な
地
域
の
歴
史
に
精
通

し
た
施
設
と
の
連
携
が
欠
か
せ
な
い
。地

域
に
暮
ら
す
人
々
が
今
日
ま
で
歩
ん
で

き
た
歴
史
の
数
々
が
、高
知
県
の
歴
史

を
ひ
も
と
く
足
掛
か
り
に
な
る
の
だ
。

県
史
特
集

地
元
の
文
化
施
設
が

地
域
の
歴
史
を
紡
ぐ

今回のテーマは、地域の博物館。
高知県初の私設図書館「川田文庫」をルーツとして、

田中光顕や牧野富太郎を輩出した地元の歴史を紹介する
佐川町の青山文庫を訪ね、高知県史との関わりを探る。

高
知
県
の

歴
史
に
触
れ
る



　
高
知
県
史
の
自
然
部
会
で
副
部

会
長
を
務
め
る
、東
京
大
学
名
誉

教
授
の
邑
田
仁
さ
ん
は
、「
牧
野
博

士
の
功
績
も
あ
り
、高
知
県
の
植
物

誌
は
既
に
多
く
の
分
野
で
レ
ベ
ル
の

高
い
研
究
成
果
が
ま
と
ま
っ
て
い

る
。そ
の
一
方
で
、花
が
咲
か
な
い
植

物
や
昆
虫
の
研
究
は
ま
だ
ま
だ
こ

れ
か
ら
と
い
っ
た
状
況
。ま
ず
は
自

然
史
研
究
の
基
礎
と
な
る
標
本
採

集
か
ら
、県
民
の
皆
さ
ん
に
協
力
を

仰
い
で
い
き
た
い
」と
話
す
。

　
新
し
い
県
史
の
編
さ
ん
に
も
、牧

野
博
士
の
よ
う
な
情
熱
的
な
土
佐

人
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
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　「
文
教
の
ま
ち
」佐
川
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
、現
存
す
る
玄
関
部
分
を

中
心
に
当
時
の
姿
を
再
現
し
た
「
名

教
館
」。佐
川
の
領
主
で
あ
っ
た
深

尾
氏
が
明
和
９(

１
７
７
２
）年
に
一

族
の
子
供
た
ち
を
教
育
す
る
家
塾

と
し
て
創
設
し
、約
30
年
後
に
深
尾

氏
の
家
臣
を
教
育
す
る
郷
校
に
、明

治
維
新
後
に
は
一
般
庶
民
に
も
門

戸
が
開
か
れ
、少
年
時
代
の
牧
野
博

士
も
こ
こ
で
西
洋
の
最
先
端
の
学

問
を
学
ん
で
い
た
。こ
う
し
た
環
境

が
「
植
物
分
類
学
の
父
」牧
野
富
太

郎
を
育
ん
だ
の
だ
。

　
県
史
の
編
さ
ん
に
お
い
て
も
、地

域
の
文
化
や
歴
史
が
ど
の
よ
う
に

生
ま
れ
た
の
か
を
考
え
、未
来
の
人

材
育
成
に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
が

大
き
な
意
義
と
な
っ
て
い
く
。

植物標本をはじめ、晩年に愛用し
た絵具や洋服、牧野博士の祖父
直筆の和歌など、地元の博物館な
らではの展示物が並ぶ。

ふ じ た

せいざんぶんこ

あ き

自然部会 副部会長
邑田仁さん佐川町上町地区にある名教館。現在の文教のまちを見つめている。

昭和48年、高知市生まれ。高知大学を
卒業後、山内神社宝物資料館、土佐山
内家宝物資料館での勤務を経て、平成
22年から佐川町立青山文庫に勤務。

め
い

こ
う
か
ん
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「高知の駅」
令和5年6月30日発行予定です。

お楽しみに！

※内容は変更になる可能性がございます。予めご了承ください。

次号予告

牧野さんの影響で地元がまるごと植物園

牧野博士の足跡を辿りたい

アートの分野からも牧野博士にラブコール！

なぜ今、牧野博士にメディアが注目!?

博士が好みそうなグルメを開発！

博士に倣って調査にも参加！

P02

P04

P06

P08

P10

P11

P12

プライムトーク【塩田貴志さん】

土佐おたからレシピ【いりもち】

土佐の業 日々脈 【々庭づくり】

牧野さんのまち【佐川町上町地区】

つないでつむいで 県史編さん室

地元の文化施設が地域の歴史を紡ぐ

昔々にあったとさ

P14

P16

P18

P20

P22

P24

P26

連載

Facebook、LINEでも情報配信中！

Facebook LINE 表紙イラスト／村上もとか

【送料】

1冊 140円
2冊 180円
3冊 215円
4・5冊 310円
6冊以上の場合は、一度ご連絡ください。

国際

5 3 30

国際

特集
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